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（3）Yokoi put a book in heri bag.






































































































































































　そして、この辞書の例文にある「When the water 


















　本稿では、英語の“When Dad comes home, he 
has dinner.”という英文の誤訳をもとに、どうして
誤訳になるのかということを日本語文法で解説しな
がら、理解させ、現代日本語文法論の導入部分を学
ばせようという試みを行ってきた。
　とにかく、学生自身が、簡単でできないはずがな
いというものでも、いろいろと学ぶところがあり、
その奥深さや実用性に気づいてくれ、興味を持って
学習に臨んでくれるような方法を考えてみた。ここ
で行った文法の説明は、田地野（2012:157）で引用
されている「…学習文法においては、科学的文法の
厳密さが犠牲になっても『使いやすさ』（『わかりや
すさ』を踏まえてそれよりも一歩進んだ概念です）
が優先されるべき」9）とういう考え方にならって、
学生たちの興味に訴えかけるものとして提案したも
のである。そのために、正確さを少々犠牲にしてで
も、まずは面白いと思ってもらうことが先決である
と考えた。もし面白いと思ってもらえれば、学生た
ちは自分自身でその分野の勉強を始めるであろう
し、さらに正確な内容を知りたいと思うはずである。
　今回は、英文を1文しか示せなかったが、このよ
うに日本語文法に寄与できそうな英文をさらに考
え、できるだけ日本語文法で主に取り上げられる項
目を網羅するようにするつもりである。また、学校
文法で一体何を習ってきたのかという学生の疑問に
も答えられるような工夫をさらに考えるべきである
と感じている。
注）
1）加藤（2009）や百留（2011）を参照。
2）大津（2009：23）で、「アメリカなどでは、小
学校段階からlanguage artsなどの科目名で言語教
育が行われている。それに対して、日本ではその
ような機運はあまり高まることがなかった。皮肉
なことではあるが、従来は高等学校などにおける
英文解釈や英作文（和文英訳）をとおして、こと
ばの構造や機能について理解を深め、それが母語
の効果的運用に繋がっていたのである」という指
摘がなされている。つまり、英語が苦手であった
学生は、日本語に対する気づきがないままに大学
に入学している可能性がある。
－154－ 島根県立大学短期大学部松江キャンパス研究紀要第56号（2017年）
3）担当科目である「一般言語学」（2016年開講）
の授業で、実際にこの文（1）を57名の総合文化
学科の学生に訳してもらった。そこで一番多かっ
た解答（26名）は、「父が帰った時、彼は夕食を
食べていた」であった。時制などの文法的なとこ
ろよりも、自分が想像しやすい事態に解釈してい
るようである。
4）これに関しては、学生が、「正確に訳す」とい
うことを、英文に現れる単語を全て日本語に置き
換えなければならいとう誤った解釈が起因してい
る可能性がある。
５）例文内の下付きのi,jは、同一指標を表しており、
同じアルファベットが振られているものは、同一
対象を指示していることを表現している。
6）三上（1987：117）の用語。
7）「格助詞」という名称から「格」という概念を
教えてもいいが、格の概念は、他の文（例えば、
受け身や語順の違い）で教えた方がいいと考えら
れる。どの文法項目にどのような文を選ぶかにつ
いては、また違う機会に提案したい。
8）森山（2009：40f.）にあるように、語の意味
の広さについて把握することは、小学校6年生段
階でも、まだ困難があるようである。
9）これは、柳瀬洋介氏のブログの2011/4/4
の 記 事（http://yanaseyosuke.blogspot.
jp/2011/04/2011.html）から引用されているも
のである（2016/09/28最終確認）。本稿の提案では、
「わかりやすさ」さえ踏まえられているのかが問
題であるが、まず文法嫌いの学生たちに文法のお
もしろさを知ってもらうために考えた。
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